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研究成果の概要（和文）：本研究の成果を総括すると、新たな日本的マネジメントには、

「クロス・カルチュラル・マネジメントとトランス・カルチャラル・マネジメントの

両面を有する多文化マネジメントシステム」が不可欠であり、とりわけグローバルに

競争優位性を有する新たな製品・事業を創造するためには、多様な文化的差異を組織

内に取り込みつつ、それらの差異を超えた、トランスカルチャラルなあらたな組織文

化を構築していくことが不可欠となる。 

 

研究成果の概要（英文）：Not only traditional cross cultural management theories, but also 

knowledge creation theories including strategic management, have hardly highlighted the 

impact of cross-border collaborative R&D activities on knowledge creation processes and 

the dynamic interconnectedness between these processes and diverse multicultural 

cognitive approaches from the perspective of the source of global competitiveness. As 

a result of this study, we have noted that there is increasingly dynamic 

interconnectedness between knowledge creation and cultural and technological 

diversities.  

 

交付決定額 

                                （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

2008 年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

2009 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度    

  年度    

総 計 6,500,000 195,000 6,695,000 

 

研究分野：社会学  

科研費の分科・細目：経営学・経営学  

キーワード：ダイバーシティ・マネジメント・知識創造・研究開発のグローバル化・ 

技術的多様性・新製品開発のコンセプト・認知アプローチ・異文化マネジメント  
 
 

１．研究開始当初の背景 

 林（代表者）は、「研究開発活動とプロジ

ェクトメンバーの文化的多様性」、桜井は「イ

スラム経営の文化的特質」、馬越は、「人材

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2007～2009 

課題番号：19330088 

研究課題名（和文）日本的多文化マネジメントシステムの研究 

研究課題名（英文）（Research of the Japanese style multicultural management） 

  

研究代表者 

林 倬史  （HAYASHI TAKABUMI） 

立教大学・経営学部・教授 

  研究者番号：50156444 

 

 



 

 

開発とダイバーシティ・マネジメント」を中

心に研究を行ってきた。今回の研究は、これ

ら３名のそれぞれの研究上の問題意識を踏

まえながら、多文化マネジメントを「ダイバ

ーシティ・マネジメント」の視点からとらえ

直し、（１）「文化的多様性と文化的差異」お

よび「認知アプローチの多様性」が新製品開

発プロジェクトにおける新たな知識創造に

どのような効果をもたらしているのか、（２）

ナショナル・カルチャーの「文化的差異」が、

「組織コミットメント」に及ぼす影響、およ

び（３）イスラム系企業のビジネス活動にお

ける異質性の研究、に焦点を当ててきた。そ

してそれらの文化的多様性の視点を集約し

た新たな「日本的多文化マネジメント・シス

テム」に纏め上げることで意見がまとまり、

共同研究が開始されるに至った。 

 

２．研究の目的 

本研究の「研究目的」は、経済環境変化が

グローバルな規模で進むなかで、日本産業・

企業が新たな国際競争優位の源泉を創出す

るための新たなマネジメント・システムとし

ての「知識創造型の日本的多文化マネジメン

トシステム」構築のための理論的基盤を構築

していくことにある。 

従来型の競争優位性の源泉としての日本

的新製品開発モデルのもとでは、東アジア企

業の台頭にも起因して、いわゆるものづくり

能力の相対的低下により、新製品を開発して

も急速にコモディティ化が進行し、投資コス

トの回収も困難化してきている。こうした競

争環境下における日本企業にとっては、新た

なコンセプトに基づく、そして新たな異分野

融合型の技術開発をベースに新製品を開発

していく能力が要求されてきている。そのた

めには、多分野融合型の多様な認知アプロー

チをベースとした新たな「知識創造型の研究

開発プロジェクト」と「多文化マネジメン

ト・システム」が不可欠となる。今回の共同

研究の目的はこれらの諸点の理論的解明に

ある。 

 

３．研究の方法 

日本の主要多国籍企業の本社と海外現地法

人へのインタビュー調査、およびこれら企業

が取得した米国特許と発表論文の解析を通

して、研究開発担当者の国際化と国際的な研

究開発ネットワークの進展度、および異分野

領域との融合の程度を明らかにしていく。多

文化の程度に関しては、国際的共同研究の程

度からどのような国籍の研究者との共同研

究なのかを分析している。そして異分野融合

の程度に関しては、特許広報から発明分野の

数、および論文から関連技術分野の数を特定

化し、異分野融合の程度を検証している。最

後に、分析対象企業の海外売上高と、研究開

発の国際化の程度、および異分野融合の程度

との関係性を検証していく。 

 

４．研究成果 

 主要日本企業の分析を通して、新製品開発

に優れた企業ほど、研究開発の国際化と他分

野の領域との異分野融合型研究開発体制と

なってきていることがあきらかとなった。そ

の際、研究開発の国際化は、企業所属の研究

開発者の国籍の多様化と、海外他組織、特に

海外の大学を始めとする研究機関との国際

的共同研究のネットワーク化の二つの側面

が同時に進展してきていることが確認され

た。そして、国際市場への投入を意図した新

製品を開発しようとするほど、他分野・異分

野融合型研究開発となってきていることか

ら、新たな知識創造型のマネジメント・シス

テム、換言すれば「知識創造型マネジメント

システム」は、多様な人材の能力を活用させ

ていく多文化マネジメント・システムとなら

ざるを得ないことが明らかとなった。しかし

ながら、欧米系多国籍企業との比較において

は、研究開発の国際化の視点から見た場合に

は特に、日本企業の国際的展開度の低さが顕

著となっており、新製品開発における組織的

な「日本的多文化マネジメントシステム」の

構築が喫緊の課題となっているといえる。 

今回の主たる研究成果は、以下の発表論文、

学会報告、著書にまとめられている。 

  研究成果においてとりわけ興味深かっ

た点は、学会報告において、林が日本経営

学会、Strategic Management Forum,異文化

経営学会、および馬越が Pan Pacific 

Conferenceなどの日本内外の学会で発表し

た際に、いずれの学会においても参加者か

らは、日本企業のグローバル化にともない

異文化マネジメントやダイバーシティ・マ

ネジメントの重要性に対して、以前よりも

はるかに高い関心を得られた点にあった。

特に代表者は、日本経営学会において、

IFSAM Forumや統一論題を発表した際にも、



 

 

さらにシンポジウムにおいてもこうした論

点に議論が集中した。かかるテーマが経営

学会において取り上げられたことは画期的

なことであり、従来の単一的な文化による

日本企業の経営が、今後は多文化による経

営に移行する可能性があることを示してい

ると思われた。今後は、内外の研究者との

共同研究を深めると同時に、実証研究をさ

らに緻密化してさらに「知識創造型日本的

多文化マネジメントシステム」の理論的構

築を試みたい。 

 

今後の分析上の課題： 

 プロジェクト・メンバーの多様な文化的

背景による文化的多様性と、多様な技術分

野を背景とする異分野間の多様性が、研究

開発の国際化とともに重要性を増してきて

いることはある程度解明しえた。しかしな

がら、研究開発プロジェクト・チームある

いは新製品開発チームにおける「多文化マ

ネジメント」と「異分野マネジメント」の

内実の解明には不十分さを残してしまった。  

 特に、チーム・マネジャーのどのような

「多文化マネジメント」と「異分野マネジ

メント」がメンバーの多様な認知アプロー

チを効果的に融合させて、新たな知識創造

に至ったのかについては今後の大きな研究

課題として残ったままとなった。とりわけ

、多文化間・異分野間シナジー効果の創出

による新たな知識創造を可能とする日本企

業特有の「場のマネジメント」と「境界

(boundary)のマネジメント」を基盤とする

「知識創造型日本的多文化マネジメントシ

ステム」に関しては次回以降の研究テーマ

として残されている。 
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